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1. 計画の策定の背景                              

本市は、河内長野市環境基本条例に基づいて「河内長野市第 2次環境基本計画」（以下、

「第2次計画」という。）を策定し、地域内の資源循環、人と自然との共生、市民、市民団

体、事業者、行政などの様々な主体の参加を基調としたまちづくりを推進してきました。 

第 2次計画については、平成 23年度から令和２年度までの 10年間を計画期間とし、

平成27年度には中間見直しを行い、環境政策のさらなる推進に努めてきました。 

この間、「SDGs（持続可能な開発目標）」や「パリ協定」の採択、「第五次環境基本計画」、

「第四次循環型社会形成推進基本計画」、「地球温暖化対策計画」、「気候変動適応計画」の

策定、「食品ロスの削減の推進に関する法律」の施行など、本市の環境行政を取り巻く国際

社会や国の状況は日々変化しています。さらに、猛暑や豪雨の発生など、地球温暖化の影

響が一因と考えられる災害等の被害の規模は深刻さを増し、海洋プラスチックごみについ

ては、海洋の生態系への影響なども懸念され、新たな環境問題として捉えられています。 

本市においても市民、事業者、市民団体、行政の各主体が問題意識を持ち、環境にやさ

しいライフスタイル・ビジネススタイルに転換していくことが重要となっています。そこ

で、令和３年3月をもって第2次計画の計画期間が満了となることから、こうした本市を

取り巻く環境に関する主な動向に対応したものとして、併せて地球温暖化対策に関する市

の目標を定めた新たな「河内長野市第3次環境基本計画」（以下、「第3次計画」という。）

を策定することとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：国連広報センター 

「SDGs」の 17 目標  
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2. 計画の位置づけ                                

第3次計画は、環境基本法第7条及び河内長野市環境基本条例第10条に基づき、良好

な環境の保全と創出に関する施策について、総合的・計画的に推進する役割を担うものと

して、目標・施策の大綱などを定めるものです。同時に、地球温暖化対策の推進に関する

法律第 21 条に基づく「地球温暖化対策地方公共団体実行計画（事務事業編※1・区域施策

編※2）」を内包するものです。 

また、国や大阪府の環境基本計画等の内容を踏まえた地域版の環境基本計画であり、上

位計画の「河内長野市第5次総合計画」を環境面から総合的・計画的に推進すると同時に、

河内長野市の環境政策の基本的な方向性を示すものです。さらに、市の他の行政計画や施

策等と整合を図るものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1：「事務事業編」とは、「地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づき、市に策定と

公表が義務付けられている計画です。「事務事業編」は市が実施している事務・事

業に関し、温室効果ガスの排出量の削減などに取り組むための計画です。 

※2：「区域施策編」とは、「地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づき、市に策定す

るよう努めることが求められている計画です。「区域施策編」は区域の自然的社会

的条件に応じて、温室効果ガスの排出量の削減などに取り組むための計画です。な

お、第3次計画における「区域」とは、河内長野市域のことを指します。 

 

3. 計画の対象とする範囲                            

対象とする環境の範囲は、地球環境と地域環境（自然環境・生活環境・文化環境）に分

類し、さらに市民生活に関わる環境要素を幅広く捉え、これらの要素が相互に関連してい

ることに配慮するとともに、これらの施策を動かす基盤となる人・しくみづくりを計画の

範囲に入れることとします。 

【河内長野市】 

●河内長野市第5次総合計画 

【河内長野市】 

●河内長野市環境基本条例 

●河内長野市第3次環境基本計画 

（事務事業編・区域施策編を内包） 

【河内長野市】 

●河内長野市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画 

●河内長野市生活排水処理計画  など 

【国】 

●環境基本法 

●地球温暖化対策の推進に関する法律 

●第五次環境基本計画 

●地球温暖化対策計画 

【大阪府】 

●大阪府環境基本条例 

●大阪 21世紀の新環境総合計画 

●大阪府地球温暖化対策実行計画 

（区域施策編） 
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第 3次計画における対象とする環境の範囲と環境要素 

環境の範囲 環 境 要 素 

地球環境 地球温暖化、廃棄物、資源・エネルギーなど 

地域環境 

自然環境 森林、農地、動植物、自然とのふれあいなど 

生活環境 大気、水質、騒音、振動、悪臭、土壌汚染、化学物質など 

文化環境 公園・緑地、水辺、景観、歴史・文化など 
 

人・しくみづくり 環境教育・環境学習、パートナーシップの形成など 

 

4. 計画の期間                                   

第3次計画の期間は、令和３年度から令和12年度までの10年間とします。 

なお、計画期間中においても、今後の河内長野市を取り巻く環境をはじめとする社会状

況の変化に対応していくため、必要に応じて見直しを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

5. 計画の見直しについて                             

国においては、令和2（2020）年10月に2050年カーボンニュートラルが宣言され

ました。また、この目標の実現に向け、令和 3（2021）年 6 月に地域脱炭素ロードマッ

プが策定され、脱炭素先行地域や重点対策への取り組みが示されました。 

令和 3（2021）年 10 月には、政府の総合計画である地球温暖化対策計画の改定が閣

議決定され、令和 12（2030）年度において、温室効果ガス排出量を平成 25（2013）

年度から46％削減することを目指すこと、さらに50％の高みに向けて挑戦を続けていく

ことが掲げられました。また、この計画に即して政府実行計画が定められ、政府関係機関

や地方公共団体においても、温室効果ガス排出量を令和 12（2030）年度に 50％減や、

その実現のため、太陽光発電の最大限導入、建築物における省エネルギー対策の徹底、LED

照明の導入、再生可能エネルギー電力調達の推進、電動車の導入などについて率先実行し、

事業者・住民の模範となることを目指すべきとされています。 

本市では、令和 3（2021）年 3 月に気候非常事態宣言及び令和 32（2050）年まで

にゼロカーボンを表明し、「COOL CHOICE」の普及啓発や、国交付金の採択を受け、地

域脱炭素ロードマップで示された重点対策等の地球温暖化対策に取り組んでいることから、

第 3次計画の環境目標のうち、地球環境に係る温室効果ガス排出量の削減目標や、その目

標達成のための施策を、国の目標に即したものに見直します。 

なお、今回の見直しは地球環境に係るもののみとし、地域環境、人・しくみづくりに係

るものについては、令和3年3月に策定した第3次計画の内容を継続することとします。 

計
画
の
範
囲 
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開始年度 中間年度 最終年度 
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１. 地域概況                                   

（1）位置・地勢                                               

本市は大阪府の南東端に位置し、東は金剛山地で奈良県、南は和

泉山脈で和歌山県と接し、北を頂点とした三角形の市域を形づくっ

ています。 

面積については、109.63km２で、大阪府内で3番目に広く、

森林が市域の約7割を占めています。また、石川をはじめとする

河川沿いに平野が開け、北に向かって河内平野に続いています。 

 

 

位置・地勢 

（2）人口・世帯数等                                            
人口は、令和 3 年度末で

101,276人となっており、平

成 29 年度よりも 5,437 人減

少しています。 

世帯数は、令和 3 年度末で

47,503 世帯数となっており、

平成 29 年度よりも 124 世帯

増加しています。また、1世帯

当たりの人員は減少傾向で推

移しています。 

出典：河内長野市統計書 

人口・世帯数等の推移 

（3）民営事業所数・民営従業者数                                   
民営従業者数は、平成

28年で25,834人となっ

ており、平成18年よりも

1,337人増加しています。 

民営事業所数は、平成

28年で2,858事業所と

なっており、平成18年よ

りも47事業所増加して

います。 

出典：河内長野市統計書 

民営事業所数・民営従業者数の推移 

［注 1］：平成 18 年は 10 月 1日時点の値 

［注 2］：平成 21 年・平成 26 年は 7月 1日時点の値 

［注 3］：平成 24 年は 2月 1日時点の値 

［注 4］：平成 28 年は 6月 1日時点の値 

［注 5］：平成 21 年より、従業者数は男女別の不詳を含む 

24,497 25,834

2,811 2,858

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

0

7,000

14,000

21,000

28,000

35,000

平成18年 平成21年 平成24年 平成26年 平成28年

民

営

事

業

所

数

民

営

従

業

者

数

民営従業者数 民営事業所数 （事業所）（人）



 

5 

 

（4）農家数・経営耕地面積                                        
経営耕地面積は、令和2

年で12,326a となってお

り、平成12年よりも

22,689a 減少しています。 

農家数は、令和2年で

788戸となっており、平成

12年よりも256戸減少し

ています。 

 

出典：河内長野市統計書 

農家数・経営耕地面積の推移 

［注］：各年 2月 1日時点の値 

（5）製造業                                                 
事業所数は、令和2年で

88事業所となっており、

平成26年よりも13事業

所減少しています。 

製造品出荷額等は、令和

2年で11,230,176万円

となっており、平成26年

よりも2,144,893万円増

加しています。 

出典：工業統計調査 

製造業の推移 

（6）商業                                                   
事業所数は、平成26年

で423店となっており、

平成9年よりも556店減

少しています。 

年間販売額は、平成26

年で89,972百万円とな

っており、平成9年よりも

39,047百万円減少してい

ます。 

出典：河内長野市統計書 

商業の推移 

［注 1］：平成9年、平成 14年、平成 16 年、平成 19 年は 6月 1日時点の値 

［注 2］：平成 26 年は 7月 1日時点の値  
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（7）土地利用                                                
本市の平成30年における土地利用の状

況を見ると、森林が最も多く、総面積の

68.3%を占めています。 

地域別の土地利用の状況では、本市の北部

の段丘部は、宅地及び農地としての利用が主

になっています。一方、中央部から南部に至

る山地部は、森林が大部分を占めています。 

 

 

 

 

出典：大阪府都市整備部都市計画室 

土地利用の状況（平成 30年） 

（8）気温・降水量                                              
令和3年の1年間の平均気

温は14.6℃、平均降水量は

133.7mm となっています。 

降水量については、1年間の

うちに最も少ない月が2月、最

も多い月が8月となっていま

す。 

気温については、1年間のう

ちに最も低い月が1月、最も高

い月が7月となっています。 

出典：河内長野市統計書 
気温・降水量の状況（令和 3年） 

  

農地

4.4%
宅地

9.6%

森林

68.3%

水面・河川・水路

2.3%

道路4.0%

その他

11.5%
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２. 環境の状況                                 

第3次計画の策定に向けて、地域の環境に関する様々なデータを調査しました。 

また、市内に在学または通学している中高生を対象としたアンケート調査を行いました。

本アンケート結果は、河内長野市の課題や将来像などについて、幅広く意見を聴取し、第3

次計画における各種取組を検討する上での基礎資料として活用しました。 

併せて、別途実施した「ごみに関する市民アンケート調査」に、生徒アンケートと同様の

設問を含めることにより市民の意識を把握し、生徒と市民の意識を比較しました。 

■アンケート調査の実施概要 

調査対象 回答者数 調査期間（令和2年） 

中学生（8校）及び高校生（3校） 1,695 名 7 月～9月 

 

（1）地球環境                                                

（1）-1 数字が示す地球環境の現状 

㋐市域における二酸化炭素排出量は、

令和2年度で362,900ｔ-CO2と

なっており、平成25年度よりも

110,500ｔ-CO2減少しています。

また、令和2年度における部門別の

排出割合では、家庭部門が31.7％

と最も多く、次いで、運輸部門の

30.1％などとなっています。 

二酸化炭素排出量（市域）の推移 

㋑世界・国・大阪府における二酸化炭素排出量の推移を次に示します。世界の二酸化炭素

排出量は、令和2年で317億ｔ-CO2となっており、平成25年よりも5億ｔ-CO2

減少しています。国の二酸化炭素排出量は、令和3年度で10億 6,200万ｔ-CO2と

なっており、平成29年度よりも1億2500万ｔ-CO2減少しています。大阪府の二

酸化炭素排出量は、令和2年度で3,956万ｔ-CO2となっており、平成28年度より

も898万ｔ-CO2減少しています。 

 

 

 

 

 出典：環境省資料 

世界の二酸化炭素排出量の推移 

［注］：エネルギー起源 CO2のみ 

出典：地方公共団体実行計画策定支援サイト 

出典：温室効果ガスインベントリオフィス 

全国地球温暖化防止活動推進センター 

ウェブサイト（https://www.jccca.org/） 

世界の二酸化炭素排出量（令和 2年） 
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                出典：日本国温室効果ガスインベントリ報告書 2023 年 

国の二酸化炭素排出量の推移 

 

 

 

 

 

出典：大阪府資料 

大阪府の二酸化炭素排出量の推移 

 

㋒市の事務事業における温室効果ガス排出量は、令和4年度で8,080.8ｔ-CO2となっ

ており、平成30年度よりも3,064.0ｔ-CO2減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：河内長野市環境報告書 

温室効果ガス排出量（事務事業）の推移  
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㋓市域における再生可能エネルギ

ー導入容量は、令和3年度で

15,641kWとなっており、平成

29年度よりも4,793kW増加

しています。 

 

 

 

 
 

出典：固定価格買取制度 情報公表用ウェブサイト 

市域の再生可能エネルギー導入容量の推移 

水道施設である日野加圧ポンプ室敷地内に設置した太陽光パネル 

 

㋔ごみ排出量は、令和3年度で

31,505ｔとなっており、平成29

年度よりも2,226ｔ減少していま

す。 

 

 

 

出典：河内長野市環境衛生課資料 

ごみ排出量の推移 

㋕1日1人当たりのごみ排出量は、令和3

年度で852.3ｇとなっており、平成

29年度よりも13.7ｇ減少しています。 

 

 

 

 

出典：河内長野市環境衛生課資料 

1 日 1人当たりのごみ排出量の推移 

㋖リサイクル率は、令和元年度で21.8％

となっており、平成27年度よりも

2.8％減少しています。 

 

 

 

  出典：河内長野市環境衛生課資料 

リサイクル率の推移 
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㋗資源ごみ排出量は、令和3年

度で3,684ｔとなっており、

平成29年度よりも172ｔ減

少しています。また、集団回収

量は、令和3年度で2,878ｔ

となっており、平成27年度よ

りも875ｔ減少しています。 

 

 

出典：河内長野市環境衛生課資料 

資源ごみ排出量・集団回収量の推移 

（1）-2 地球環境に対するアンケート結果 

㋐生徒へのアンケート調査結果によると、関心のある環境問題として、地球温暖化による

気候変動の問題と回答した割合が最も多く、全体の35.1％を占めています。（上位5つ） 

 

 

 

 

 

㋑市民アンケートによると、環境を良くするために力を入れるべきこととして、「ごみを

減らし、ものを大事に使うライフスタイルの定着」と回答した市民の割合が最も高く、

「リユース（再使用）・リサイクルなど資源循環利用の促進」が3番目に高いなど、ご

みの3Rに関するものが相対的に高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：河内長野市第 5次総合計画後期基本計画策定のための市民アンケート【結果報告書】（令和 2年 2月） 

(595)
35.1%

(559)
33.0%

(552)
32.6%

(473)
27.9%

(342)
20.2%

(331)
19.5%

(322)
19.0%

(271)
16.0%

(188)
11.1%

(188)
11.1%

(181)
10.7%

(159)
9.4%

(100)
5.9%

(96)
5.7%

(77)
4.5%

(16)
0.9%

(84)
5.0%

0% 10% 20% 30% 40%

地球温暖化による気候変動の問題

プラスチックごみ等による海洋の汚染

大気汚染、水質汚濁、騒音、振動等の

公害に関する問題

食べられるにも関わらず捨てられてしまう

食品ロスの問題

希少な野生の生物種の減少

ごみの処理やリサイクル

外来生物の増加

地域における道路等へのごみのポイ捨て

イノシシなど有害鳥獣による

農作物への被害の発生

森林や里山の手入れの不足による

自然環境の減少

太陽光や風力、水力などの

再生可能エネルギーの普及の低さ

空き家や空き地の増加

地域の歴史や重要な文化財の劣化・損壊

省エネルギーに関する取り組みの少なさ

野外におけるごみなどの不法な焼却

その他

無回答

n = 1,695

関心のある環境問題 
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㋒生徒へのアンケート調査結果によると、河内長野市の環境への満足度として、まちの清

潔さに満足している（非常に満足・やや満足）と回答した割合が最も低く、全体の39.1％

に留まっています。（下位5つ）また、不満（やや不満・不満）と回答した割合も最も

多く、全体の17.0％を占めています。 

 

 

 

 

 

（1）-3 第 2次計画重点プランの進捗（地球環境） 

㋐第2次計画の重点プラン２．バイオマスタウンの推進について進捗状況を見ると、循

環型社会形成またバイオマスパーク河内長野創出に向けた取り組みとして、バイオマス

タウン推進計画に基づき、タケコンポストの研究や廃食用油の利活用などに取り組むな

ど一定の成果が得られました。 

※バイオマスタウン推進協議会は、平成30年に環境審議会に統合したため、バイオマ

スタウン推進計画についても、第3次計画に統合し、バイオマスの利活用に取り組

んでいくこととします。 

 

㋑第 2次計画の重点プラン３．地球温暖化対策の推進について進捗状況を見ると、市の

事務事業については、温室効果ガス排出量を把握し、省エネルギー機器の導入など削減

に向けた取り組みが実施されています。しかし、市域の温室効果ガス排出量の把握と削

減に向けた取り組みは進んでいません。 

 

㋒第 2次計画の重点プラン4．ごみの３Ｒ推進について進捗状況を見ると、ごみの発生

抑制に向けた取り組みが実施されるとともに、適切な分別の徹底や３Ｒの率先行動につ

いての啓発の取り組みが進んでいます。 

 

㋓第 2次計画の重点プラン５．再生可能エネルギー導入の推進について進捗状況を見る

と、太陽光発電については、公共施設への設置や、集会施設への補助などが実施されて

います。また、その他の再生可能エネルギーについては、小水力発電について啓発に取

り組みました。 
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（1）-4 第 2次計画環境指標の達成度（地球環境） 

㋐第2次計画の令和元年度における環境目標及び環境指標の達成状況を見ると、「○（指

標を達成した）」が２指標、「✕（指標の達成に向けた施策を実施し、取り組んでいる）」

が3指標となっています。 

施策の方向 環境指標 
進捗状況 

（令和元年度） 

1. 低炭素社会

をつくる 

1. 市が事業者として排出する温室効果ガスを平成 27年

度比で 5％以上削減する。 
○ 

2. 市域の温室効果ガス削減に向け、削減目標を設定す

る。 
× 

2. 循環型社会

をつくる 

1. ごみのリサイクル率は 30.5％を目指す。 × 

2. 廃食用油の回収量は 2万リットルを目指す。 × 

3. 太陽光発電など再生可能エネルギーの導入を図る。 ○ 

○…指標を達成した、×…指標の達成に向けた施策を実施し、取り組んでいる  
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（2）自然環境                                               

（2）-1 数字が示す自然環境の現状 

㋐市では、イノシシや特定外来生物であるアライグマによる農作物や家屋への被害が増え

ている現状を踏まえ、防護柵の設置に係る費用の補助やアライグマの捕獲檻の貸し出し

などを行っています。 

 

㋑市では、自然とふれあう場を提供するイベントを実施しています。また、「親と子のふ

れあい自然学習会」を毎年開催し、身近にある自然にふれることによって、子どもたち

の環境に対する豊かな感受性を育てる取り組みを行っています。 

 

㋒森林面積は、令和元年度で7,311ha

となっており、最近5年間は横ばい

で推移しています。 

 

 

 

 

 

 

出典：河内長野市環境報告書 

森林面積の推移 

㋓農地面積は、令和元年度で177haと

なっており、平成27年度よりも2ha

増加しています。 

 

 

 

 

 
 

出典：河内長野市環境報告書 

農地面積の推移 
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（2）-2 自然環境に対するアンケート結果 

㋐生徒へのアンケート調査結果によると、農作物の収穫体験に参加したい（ぜひ参加し

た・どちらかといえば参加したい）と回答した割合が最も多く、全体の 49.5％を占め

ています。（上位5つ） 

㋑市民アンケートによると、河内長野市が好きな理由として、「自然が多いから」と回答

した市民の割合が他の項目に比べて突出して高くなっています。（上位3つ） 

 

 

 

 

出典：河内長野市第5次総合計画後期基本計画策定のための市民アンケート【結果報告書】（令和2年2月） 

㋒生徒と市民の意識を比較すると、両者とも「空気や水がきれいに保たれている」の回答

割合が突出して高くなっているとともに、「森林や里山が手入れされ、豊かな自然環境

が保たれている」が上位に挙がっています。（上位5つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

河内長野市の将来のまちの姿（生徒） 

 

 

 

 

 
 
 

 

河内長野市の将来のまちの姿（市民） 

環境保全や環境学習への参加意向 
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環境に関する学習会やイベント

古紙、古布、空き缶等の資源物の回収活動

ぜひ参加したい どちらかといえば参加したい あまり参加したくない 参加したくない わからない 無回答n = 1,695
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森林や里山が手入れされ、

豊かな自然環境が保たれている

有害物質による汚染がない

路上喫煙などによるごみのポイ捨てやごみの

不法投棄等がなく、まちがきれいに保たれている

誰もが利用しやすい公共交通機関が整備されている

里山などのきれいな風景が残されている

地域で採れた農産物等がたくさん流通している

気候変動による自然災害から市民の安全が

守られている

騒音や振動の発生が少ない

まちの歴史的な文化財などが大切に保存されている

空き地や空き家がきちんと管理されている

外来生物（アライグマなど）や有害鳥獣（イノシシなど）

による被害が少ない

多くの動植物が生息・生育している

ごみの減量やリサイクルが進んでいる

環境にやさしい太陽光などの

再生可能エネルギーが利用されている

省エネなどの環境にやさしいライフスタイルが

浸透している

学校や地域で、環境を学ぶ機会や場所が

たくさんある

農地がきちんと手入れされている

みんなが協働して環境保全に取り組んでいる

公共施設などの建物に地元木材が積極的に

利活用されている

電気自動車などの次世代自動車が普及している

その他

無回答

n = 1,273
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路上喫煙などによるごみのポイ捨てやごみの

不法投棄等がなく、まちがきれいに保たれている

誰もが利用しやすい公共交通機関が

整備されている

里山などのきれいな風景が残されている

ごみの減量やリサイクルが進んでいる

多くの動植物が生息・生育している

外来生物（アライグマなど）や有害鳥獣（イノシシなど）

による被害が少ない

環境にやさしい太陽光などの

再生可能エネルギーが利用されている

まちの歴史的な文化財などが

大切に保存されている

気候変動による自然災害から

市民の安全が守られている

電気自動車などの次世代自動車が

普及している

学校や地域で、環境を学ぶ機会や

場所がたくさんある

省エネなどの環境にやさしい

ライフスタイルが浸透している

みんなが協働して環境保全に

取り組んでいる
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管理されている
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地域で採れた農産物等が

たくさん流通している

公共施設などの建物に地元木材が

積極的に利活用されている

その他

無回答
n = 1,695
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環境保全や環境学習への参加意向 
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（2）-3 第 2次計画重点プランの進捗（自然環境） 

㋐第 2次計画の重点プラン１．豊かな自然や歴史文化遺産の保存と活用について、進捗

状況を見ると、本市の恵まれた自然を活用し、保存するための事業、イベント、環境学

習などが実施されています。 

 

（2）-4 第 2次計画環境指標の達成度（自然環境） 

㋑第 2次計画の令和元年度における環境目標及び環境指標の達成状況を見ると、「○（指

標を達成した）」が5指標、「✕（指標の達成に向けた施策を実施し、取り組んでいる）」

が1指標となっています。 

施策の方向 環境指標 
進捗状況 

（令和元年度） 

1. 緑や水辺の

豊かな環境を守

る 

1. 森林面積は現状の確保に努める。（特定機能地域を

除く） 
○ 

2．農地面積は現状の確保に努める。 ○ 

3. 水質の汚濁に係る環境基準の維持・達成を目指す。 × 

2. 野生の動植

物を守る 

1．生物多様性を確保する方法を検討する。 ○ 

2．特定外来生物であるアライグマの防除を進める。 ○ 

3. 自然とのふ

れあいをつくる 

1. 自然とふれあう場を提供するためのイベントを年40回以

上実施する。 
○ 

○…指標を達成した、×…指標の達成に向けた施策を実施し、取り組んでいる 
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（3）生活環境                                                 

（3）-1 数字が示す生活環境の現状 

㋐大阪府が実施した平成30年度の大気汚染常時監視測定の結果によると、一般環境大気

測定局である三日市公民館における二酸化窒素、浮遊粒子状物質及び微小粒子状物質に

ついては、環境基準を達成していますが、光化学オキシダントについては、環境基準を

未達成となっています。また、自動車排出ガス測定局である外環河内長野では、二酸化

窒素、浮遊粒子状物質、微小粒子状物質ついて、環境基準を達成しています。 

㋑令和元年度の市内の河川BODの

平均値は、石川千代田橋、石川錦

水橋、西除川天野橋、天見川平和

橋の4地点において、環境基準を

達成しています。 

 

 

 

 

 

出典：河内長野市環境報告書 

河川 BOD の推移 

 

㋒下水道普及率は、令和元年度で

98.7％となっており、平成27年

度よりも2.3％増加しています。 

 

 

 

 

 
 
 

出典：河内長野市環境報告書 

下水道普及率の推移 

㋓市では、環境騒音の実態を把握するため、用途地域ごとに環境騒音の測定を実施してい

ます。令和元年度は10地点での測定を行い、全ての地点において昼間・夜間とも環境

基準を達成しています。また、幹線交通を担う道路における道路交通振動の実態を把握

するため、道路交通騒音調査と同時に振動測定を実施した結果、騒音・振動ともに「騒

音規制法」、「振動規制法」に定める要請限度を達成しています。 
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（3）-2 生活環境に対するアンケート結果 

㋐生徒へのアンケート調査結果によると、ポイ捨て、まちや川の美化並びに路上喫煙など

きれいなまちづくりに対し多くの意見が寄せられています。 

 

㋑市民アンケートによると、

現在の河内長野市の生活環

境等に対する満足度割合

（「非常に満足」「やや満足」

「普通」の合計）について

は、「騒音・悪臭などの少な

さ」が2番目に高くなって

います。 

（上位5つ） 

 

 

出典：河内長野市第 5次総合計画後期基本計画策定のための市民アンケート【結果報告書】（令和 2年 2月） 

 

㋒生徒へのアンケート調査結果によると、河内長野市の将来のまちの姿として、空気や水

がきれいに保たれていると回答した割合が最も多く、全体の76.2％を占めています。

（上位5つ） 
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(377)
22.2%

(354)
20.9%

(340)
20.1%

(279)
16.5%

(268)
15.8%

(242)
14.3%

(234)
13.8%

(191)
11.3%

(176)
10.4%

(160)
9.4%

(159)
9.4%

(158)
9.3%

(151)
8.9%

(123)
7.3%

(72)
4.2%

(24)
1.4%

(68)
4.0%

0% 20% 40% 60% 80%

空気や水がきれいに保たれている

有害物質による汚染がない

森林や里山が手入れされ、

豊かな自然環境が保たれている

騒音や振動の発生が少ない

路上喫煙などによるごみのポイ捨てやごみの

不法投棄等がなく、まちがきれいに保たれている

誰もが利用しやすい公共交通機関が

整備されている

里山などのきれいな風景が残されている

ごみの減量やリサイクルが進んでいる

多くの動植物が生息・生育している

外来生物（アライグマなど）や有害鳥獣（イノシシなど）

による被害が少ない

環境にやさしい太陽光などの

再生可能エネルギーが利用されている

まちの歴史的な文化財などが

大切に保存されている

気候変動による自然災害から

市民の安全が守られている

電気自動車などの次世代自動車が

普及している

学校や地域で、環境を学ぶ機会や

場所がたくさんある

省エネなどの環境にやさしい

ライフスタイルが浸透している

みんなが協働して環境保全に

取り組んでいる

空き地や空き家がきちんと

管理されている

農地がきちんと手入れされている

地域で採れた農産物等が

たくさん流通している

公共施設などの建物に地元木材が

積極的に利活用されている

その他

無回答
n = 1,695

河内長野市の将来のまちの姿 
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（3）-3 第 2次計画環境指標の達成度（生活環境） 

㋐第 2次計画の令和元年度における環境目標及び環境指標の達成状況を見ると、「○（指

標を達成した）」が4指標、「✕（指標の達成に向けた施策を実施し、取り組んでいる）」

が3指標となっています。 

施策の方向 環境指標 
進捗状況 

（令和元年度） 

1. さわやかな大

気を守る 

1. 大気の汚染に係る環境基準の維持・達成を目指す。 × 

2. 工場・事業場や自動車からの窒素酸化物などの排出に

よる負荷の削減を図る。 
○ 

3. 市の所有する車両に占める低公害車などの割合は、

40％以上を目指す。 
○ 

2. 静かなまちを

つくる 

1. 騒音に係る環境基準の維持・達成を目指す。 ○ 

2. 道路騒音・振動に係る要請限度の達成を目指す。 ○ 

3. きれいな水を

守る 

1. 河川については水質の汚濁の環境基準の維持・達成を

目指す。 
× 

2. 市生活排水処理計画に基づき、BOD値は石川で

0.7、西除川で 1.0 を目指す。 
× 

3. 公共下水道の整備は市街化区域において下水道普

及率 100％の達成を目指す。 
× 

4. 地下水や土

を大切にする 

1. 地下水の水質汚染や土壌の汚染に係る環境基準の維

持・達成を目指す。 
○ 

○…指標を達成した、×…指標の達成に向けた施策を実施し、取り組んでいる  
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（4）文化環境                                                 

（4）-1 数字が示す文化環境の現状 

㋐都市公園面積は、平成30

年度で2,011,700ｍ2と

なっており、平成26年度

よりも21,600ｍ2増加し

ています。また、都市公園

数は、平成30年度で

262園となっており、平

成26年度よりも4園増

加しています。 

出典：河内長野市統計書 

都市公園の推移 

㋑文化財指定数は、令和元年

度で198件となっており、

平成27年度よりも5件

増加しています。 

 

 

 

 

 

出典：河内長野市環境報告書 

文化財指定数の推移 

㋒空き家数は、平成30年で

5,180戸となっており、

平成10年よりも1,550

戸増加しています。また、

市内の住宅総数に占める

空き家の割合は、平成30

年で11.2％となっており、

平成10年よりも2.6％増

加しています。 

出典：住宅・土地統計調査 

空き家数・住宅総数に占める空き家の割合の推移 
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㋓プラスチックは、生活に欠かせないものとして普及していますが、ポイ捨てなどの行

為により、適正に処理されないプラスチックごみが河川などから海に流れ込み、生態

系に悪影響を与えていることが地球規模の問題として危惧されています。市では、市

民と協働で、河川の一斉清掃を継続して行っています。 

  

河川の一斉清掃の様子 
 

（4）-2 文化環境に対するアンケート結果 

㋐市民アンケートによると、河内長野市の土地利用などを含めた将来のまちの姿として、

「自然を残した、豊かな田園風景が広がるまち」と回答した市民の割合が最も高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：河内長野市第5次総合計画後期基本計画策定のための市民アンケート【結果報告書】（令和2年2月） 

 

㋑生徒へのアンケート調査結果によると、ポイ捨て、まちや川の美化並びに路上喫煙など

きれいなまちづくりに対し多くの意見が寄せられています。 

 

（4）-3 第 2次計画重点プランの進捗（文化環境） 

㋐第2次計画の重点プラン１．豊かな自然や歴史文化遺産の保存と活用について、進捗

状況を見ると、歴史文化遺産を活用し、保存するための事業、イベント、出前講座など

が実施されています。また、エコミュージアムの取り組みも進んでいます。 
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（4）-4 第 2次計画環境指標の達成度（文化環境） 

㋐第 2次計画の令和元年度における環境目標及び環境指標の達成状況を見ると、「○（指

標を達成した）」が４指標となっています。 

施策の方向 環境指標 
進捗状況 

（令和元年度） 

1. 潤いと安らぎ

のある快適空間

をつくる 

1. 公共施設での緑のカーテン事業の充実を図る。 ○ 

2. 美しいゆとり

ある空間をつくる 
1. 地区計画や建築協定など地域のルールづくりを進める。 ○ 

3. 歴史と文化

が感じられるまち

をつくる 

1. バイオマスパークの創出などエコミュージアムによるまちづく

り事業の拡大を目指す。 
○ 

2. 文化財の指定の拡大を図る ○ 

○…指標を達成した、×…指標の達成に向けた施策を実施し、取り組んでいる  
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（5）人・しくみづくり                                              

（5）-1 人・しくみづくりの現状 

㋐市では、市民団体（河川を美しくする市民の会、河内長野市自然環境保護協議会、野鳥

の会、食薬草の会、水生生物観察会、エコライフかわちながの等）と協働・連携し、河

川の清掃や廃食用油の回収、自然保護に関する展示会、ダンスを通じた地球温暖化の防

止に向けた啓発、廃食用油を使用した石けんとろうそくづくり教室、写真展示等の環境

分野の事業を実施しています。 

 

㋑市では、市民の一人ひとりが環境への関心を高めるきっかけとなるように、「きれいな

まちをつくろう！！」はがき絵コンクールを毎年度実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

廃食用油を使用した石けんづくりの様子    令和元年度はがき絵コンクール最優秀賞作品 

（5）-2 人・しくみづくりに対するアンケート結果 

㋐市民アンケートによると、市民と行政が協働を進めるために必要なこととして、「市民

が参加しやすいイベント等の開催や機会の提供」と回答した市民の割合が最も高く、次

いで、「活動団体の紹介などわかりやすい情報提供」、「行政からの経済的な支援」など

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：河内長野市第 5次総合計画後期基本計画策定のための市民アンケート【結果報告書】（令和 2年 2月）  
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㋑生徒へのアンケート調査結果によると、河内長野市の環境に関する情報を入手する際の

手段として、ホームページからであれば入手しやすいと回答した割合が最も多く、全体

の56.3％を占めています。（上位5つ） 

 

 

 

 

 

 

（5）-3  第 2次計画重点プランの進捗（人・しくみづくり） 

㋐第 2次計画の重点プラン２．バイオマスタウンの推進について、進捗状況を見ると、

バイオマスの普及啓発の取り組みとして、イベントでの普及啓発や環境学習を実施しま

した。 

 

（5）-4  第 2次計画環境指標の達成度（人・しくみづくり） 

㋐第 2次計画の令和元年度における環境目標及び環境指標の達成状況を見ると、「○（指

標を達成した）」が2指標となっています。 

施策の方向 環境指標 
進捗状況 

（令和元年度） 

1. すべての人の

参加と協働を目

指す 

1. 公民館などで環境の講座やイベントを実施する。 ○ 

2. 市民・市民団体・事業者・市などが連携、協働し、事業

の充実を図る。 
○ 

○…指標を達成した、×…指標の達成に向けた施策を実施し、取り組んでいる 

  

(955)
56.3%

(837)
49.4%

(826)
48.7%

(262)
15.5%

(230)
13.6%

(204)
12.0%

(129)
7.6%

(102)
6.0%

(42)
2.5%

(67)
4.0%

0% 20% 40% 60%

ホームページ

SNS（Facebook、LINEなど）

学校の授業

公共機関等の掲示物やチラシ

地域の回覧板

広報かわちなふがの

ケーブルテレビ

環境イベントや環境講座

その他

無回答
n = 1,695

環境に関する情報の入手のしやすさ 
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3. 環境の課題                                  

（1）地球環境                                                

㋐市域の温室効果ガス排出量の削減に向けた取り組みを推進する必要があります。 

㋑市の事務事業に係るエネルギー消費量のさらなる削減に向けて、率先して再生可能エネ

ルギー設備や省エネルギー設備、低公害車等の導入・更新を推進していくとともに、市

内事業者に対してその成果やノウハウの情報提供を行っていく必要があります。 

㋒太陽光発電施設の設置支援等によって、地域への再生可能エネルギーの導入拡大を図っ

ていく必要があります。 

㋓伐採した竹の堆肥化や、間伐材や木くず等のエネルギー利用の検討など、未利用バイオ

マスや廃棄物系バイオマスの利用促進を図っていく必要があります。 

㋔地球温暖化の要因や解決策は日常生活に直結していることから、各主体が地球温暖化の

防止に向けた対策の重要性を理解した上で、「COOL CHOICE」の推進などにより、ラ

イフスタイルやビジネススタイルを環境の視点から見直していく必要があります。 

㋕短時間豪雨の増加とそれに伴う災害の発生、夏季の気温上昇による熱中症の増加など、

地球温暖化の進行がもたらす気候変動による影響が深刻化し、危機的な状況が迫ってい

る実態を広く市民に周知・啓発するとともに、気候変動の影響に備える適応策を検討し

ていく必要があります。 

㋖ごみのさらなる減量化のため、ごみの発生抑制発生抑制（リデュース）・再使用（リユ

ース）に重点的に取り組む必要があります。 

㋗未利用食品や調理くずなどの食品ロスの削減や生ごみの水切り（ぎゅっとひとしぼり行

動）の徹底を、広報紙やホームページを通じて広く呼びかけていくことで、さらなるご

み減量につなげていく必要があります。 

㋘レジ袋の有料化を契機として、環境イベントやホームページを通じて、マイバッグやマ

イボトルの使用を推奨するなど、プラごみを削減するライフスタイルへの転換を促して

いく必要があります。 

㋙資源集団回収の利用促進に向けた意識啓発に努めていくとともに、分別意識のさらなる

向上を図っていく必要があります。 

㋚不法投棄を防止するため、監視体制の強化に努める必要があります。 

㋛今後、さらに進行していく高齢化に対応していくため、現在のふれあい収集の体制及び

対象等の検討など、高齢化社会の到来に向けた収集運搬体制の研究を行っていく必要が

あります。 

 

（2）自然環境                                                

㋐市内の希少野生動植物の保護に努めるとともに、市民への啓発や情報提供により、生物

多様性に関する関心と意識の向上に努めていく必要があります。 

㋑アライグマやクビアカツヤカミキリ等の外来生物による被害防止に向けた注意喚起や

情報提供を行うとともに、大阪府や周辺自治体と連携して、新たな特定外来生物の侵入

初期段階での早期発見や定着阻止に向けた対策を推進していく必要があります。 

㋒イノシシやアライグマ等の有害鳥獣による農作物等への被害が発生していることから、

「河内長野市鳥獣被害防止計画」に基づいた各種対策を総合的に推進していく必要があ

ります。 

㋓自然とのふれあいの場について、関係機関と連携して環境学習会等を積極的に開催し、

学びの場として今後も活用を図っていく必要があります。 
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㋔恵まれた本市の自然環境を継承していくため、森林、里山、農地などの保全・活用に努

める必要があります。 

（3）生活環境                                                

㋐河川水質の保全を図っていくため、公共下水道の整備や合併処理浄化槽の普及促進など、

生活排水対策を効果的・効率的に推進していく必要があります。 

㋑大気質・水質・騒音・振動等について、測定データの蓄積を継続的に行うとともに、市

民にわかりやすく情報発信していく必要があります。 

㋒大気汚染・水質汚濁・騒音・振動・土壌汚染、土砂埋立てなど、環境汚染や災害の未然

防止並びに生活環境の保全を図っていくため、事業者に対する指導を徹底していく必要

があります。 

（4）文化環境                                                

㋐市民や事業者に参加を呼びかけて、まちの環境美化活動や河川一斉清掃などを継続的に

行うとともに、ごみのポイ捨てや路上喫煙対策など、ルールの順守やマナーの向上を図

っていく必要があります。 

㋑公園や緑地の計画的な整備・維持管理を推進し、うるおいと安らぎの空間としての機能

や防災力の向上を図っていく必要があります。 

㋒空き家・空き地の適正管理を図っていくため、「河内長野市空家等対策計画」に基づい

た対策を総合的に推進していく必要があります。 

㋓市内には多くの優れた景観資源や重要な文化財が存在し、本市の強みでもあることから、

継続的な保全・活用に努めるとともに、市内外にその情報や魅力を積極的に情報発信し

ていく必要があります。 

（5）人・しくみづくり                                             

㋐市民団体などとの協働により、次世代を担う子どもたちをはじめとした幅広い世代を対

象として、地域の豊かな自然環境を教材とした環境学習等の機会の拡充を図るとともに、

環境学習や環境保全活動に取り組む人材の育成と活躍の場の提供を行っていく必要が

あります。 

㋑新たな計画の策定を契機として、若年層をはじめとした幅広い世代に対し、広報紙やホ

ームページに加え、フェイスブックやツイッター、インスタグラムなどの SNSも活用

して、よりわかりやすく情報発信を行い、環境に関する理解の促進や意識の向上を図っ

ていく必要があります。 

㋒環境保全活動への市民参加を促すために、市民が参加しやすいイベント等の開催や機会

の提供、活動団体の紹介などわかりやすい情報提供に努めていく必要があります。 

㋓「SDGs」について、教育現場における子どもたちへの学習の実施、市民、事業者等に

対する「河内長野市まちづくり出前講座」による普及啓発に努めることで、持続可能な

社会の実現に取り組んでいく必要があります。 



第4章 環境施策 
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１. 環境施策の一覧                               
  

  

望ましい環境像：豊かな自然・文化を活かし みんなでめざす持続可能なまち かわちながの 
 

環境目標 施策の方向 施策 SDGs の目標 

1.資源やエネル

ギーの自立性

を高めた循環

型のまちづくり 

【地球環境】 

①脱炭素社会をつくる 

【地球温暖化対策実

行計画（事務事業

編・区域施策編）】 

1）市の事務事業における温室 

効果ガス排出量の削減 

 

2）市域における温室効果ガス

排出量の削減 

3）気候変動の影響に対する 

適応策の推進 

4）再生可能エネルギーの導入

拡大 

5）バイオマス利活用の推進 

6）公共交通の充実 

②循環型社会をつくる 

1）発生抑制の推進 

2）再使用の推進 

3）資源化の推進 

4）適正処理の推進 

5）水循環の確保 

2.豊かな自然を

生かし、生き物

と共生できるま

ちづくり 

【自然環境】 

①生物多様性を守る 

1）希少野生動植物の保護  

2）外来生物対策の推進 

3）有害鳥獣対策の推進 

②豊かな自然を守り育

てる 

1）森林・里山の保全・整備 

2）農地の保全・整備 

3）河川の保全・整備 

③自然とのふれあいをつ

くる 

1）自然とのふれあいをつくる場・

機会づくり 

 

 

 

 

 

 

  

重点 

重点 

重点 

重点 

重点 

重点 
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環境目標 施策の方向 施策 SDGs の目標 

3.さわやかで健康

な生活が営め

る安全、かつ

安心なまちづく

り 

【生活環境】 

①さわやかな大気を 

守る 

1）大気環境の保全  

2）悪臭対策の推進 

②静かなまちをつくる 1）騒音・振動対策の推進 

③きれいな水を守る 1）水環境の保全 

④地下水や土を大切

にする 

1）土壌汚染対策の推進 

2）土砂埋立ての適正化 

⑤有害な化学物質に

よる汚染を防止する 
1）化学物質の適正な管理 

4.歴史と文化が

息づき生きる

喜びが実感で

きる快適なまち

づくり 

【文化環境】 

①美しいゆとりある空間

をつくる 

1）環境美化の推進  

2）良好な景観形成の推進 

3）空家対策の推進 

②潤いと安らぎのある

快適空間をつくる 

1）公園・緑地の整備・管理 

2）水辺空間の整備・管理 

3）緑化の推進 

③歴史と文化が感じら

れる空間をつくる 

1）歴史文化遺産の保存・ 

活用 

5.市民等と連携

し、協働して豊

かな共存環境

を築くまちづくり 

【人・しくみづくり】 

 

①環境を守る人を 

育てる 

1）環境教育・環境学習の 

充実 

 

2）環境に関する情報収集・ 

提供 

②すべての人の参加と

協働を目指す 

1）連携・協働による環境保全 

活動の推進 

2）環境保全活動の参加機会の

創出 
 

 

 

  

重点 

重点 

重点 

重点 
















































